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１．はじめに 

「健全な水循環」とは、人の活動及び環境保全に果

たす水の機能が適切に保たれた状態での水循環とされ

ている。この「健全な」状態をはかるための指標や手

法の重要性は、水循環基本計画（令和 6年 8 月 30 日改

定）に、水循環に関する施策の効果的な実施に向けた

必要事項として、「我が国全体での水循環や水循環に関

する施策に係る評価指標・評価手法の確立が重要であ

り、学識経験者等の協力を得ながら、検討を行うこと

とする」と明記されていることにも表れている。 

本研究では、将来的な評価指標・評価手法の確立に

向けた予備的考察として、現状を整理した上で、今後

の検討方針（案）を提示することを目的とする。 

 

２．有識者会議での議論 

２－１ 有識者会議の概要 

 水循環に関する施策の在り方について意見を聴くこ

とを目的に、研究者や NPO の代表等から構成された「水

循環施策の推進に関する有識者会議」（以下「有識者会

議」という）が平成 30 年 10 月から開催されてきた。

令和 6年 6 月までに 15 回の開催を数え、令和 2年度か

らは流域マネジメントの質の向上を図るために評価指

標・評価手法の検討も始められている。 

２－２ 現状と課題 

有識者会議で検討を重ね、これまで流域別の評価手

法として、階層分析法（AHP：Analytic Hierarchy 

Process）が提案され、モデル地区での実証を経て「流

域マネジメントの手引き(令和 6 年 1 月)」で公表され

た。しかしこの手法は、流域や地域の実情を反映でき

る反面、調査対象者の主観が評価に反映されやすいと

の傾向も指摘されている。令和 6年 5 月の第 14 回有識

者会議では、「健全な水循環を分かりやすく評価するこ

とは難しいので、それを説明できる数値目標や定量化

を試みることが一番の課題であると考えている」「例え

ば、次の計画の見直しの期間中に、水の健全性が何ポ

イント増えた、といった指標に基づいた評価が示され

ると説明しやすい」等、我が国全体の水循環の健全性

を示す手法を求める意見が各委員から挙げられている。 

 

３．調査概要 

３－１ 調査内容と方法 

 そこで、今後、全国の水循環に関する評価指標・評

価手法を検討していくことを見据え、本調査では参考

情報の整理を行った。具体的には以下の 4 点である。 

 ・水循環に関する論文（評価指標・評価手法の観点） 

 ・全国の流域水循環計画の目標値等 

 ・他分野における国の計画等の目標例 

 ・SDGs に係る指標の階層等 

３－２ 調査結果 

（１）水循環に関する論文 

  まず、国立情報学研究所が運営するデータベース

群 CiNii（サイニー）や国立研究開発法人科学技術振

興機構が運営する researchmap で「水循環」「地下水」

「評価指標」等のキーワードで論文を検索した。約

30 本の論文内容を確認した結果、個別の指標や分野

等に着目した論文は存在するが、すぐに活用できる

ような｢国全体の水循環に関する評価手法｣等を整理

した論文は見当たらなかった。 

 

表－１ 評価指標・評価手法の観点で論文整理（抜粋） 
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（２）全国の流域水循環計画の目標値等 

  続いて、既存の流域水循環計画（78 計画：令和 6

年 3 月公表分まで）の目標・指標を確認し一覧表に

整理した。計画目標は「流域マネジメントの手引き 

改訂版（令和 6年 1 月）」pp.47-48 に記載の「5.3 計

画目標の設定」「図表 5.3 計画目標の例」を参照した。 

その結果、個別施策の指標を計画目標としている

例はあるが、水循環全体を表すような指標はないこ

とが明らかとなった。参考までに、78 計画の中で

10％以上の計画で用いられている指標を抽出した結

果を表－２に示す。目標の分類としては、「地下水」

「流域の森林等の状況」「安全な流れ」「水質」「生物」

の 5 分類が挙げられ、「飲料水としての水質基準」「地

下水かん養量」「森林整備面積」「市街地の緑被率」

等、全 10 の計画目標例が見い出された。 

 

表－２ 78 計画中 10％以上で用いられている指標 

 

（３）他分野における国の計画等の目標例 

近年の国の計画から、指標や目標を整理した。確

認した計画のうち、地球温暖化対策計画の目標値は

｢温室効果ガス排出量・吸収量｣のみで、他の多くの

計画では、複数の指標を設定し、進捗管理等を実施

していることが明らかとなった。 

 

表－３ 他分野の計画等の目標例 

（４）SDGs に係る指標の階層等 

  国際的に認知・普及している目標における指標の

階層等も参考になると考え、「持続可能な開発目標

（SDGs）」を参照した。例えば｢6:安全な水とトイレ

を世界中に｣では 8 のターゲットを設定し進捗状況

把握のため計 11 のグローバル指標を設定する等、各

目標には複数のターゲットと、その進捗状況把握の

ためグローバル指標が設定されている。 

３－３ 今後の検討方針（案） 

 上記の調査結果を踏まえると、現時点では健全な水循

環について、分かりやすく単一の指標や目標等で示す

ことは難しいことがうかがえる。将来的には SDGs に係

る指標の階層等を参考にしつつ、複数の目的、観点等

を設定し、それに基づく指標や目標を設定する方針が

考えられる。その際、水循環基本計画にも記載がある

ように、学識者の意見を踏まえるほか、健全な水循環

に対するイメージには個人差があり、水循環基本計画

や法に基づく施策も様々あることを勘案して進めてい

くことが望ましい。 

 

４．おわりに 

 今回の調査では、評価指標・評価手法を設定するに

あたっての、指標例、指標数、階層等に関して、幅広く

ヒントを得ることができた。我が国全体の水循環の評

価手法の設定に向けて、水循環基本計画の中で新たに

示された「流域総合水管理」の考え方も踏まえながら、

引き続き調査・研究していく所存である。 

末筆ながら、ご協力・ご尽力くださった内閣官房水

循環政策本部事務局をはじめ関係者の皆様に感謝申し

上げる。 
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